
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊かな人間性を育成するとともに、確かな学力の定着・向上を図る。」ために、以下を方針とします。 

上記の方針に基づき、学校パワーアップ事業を活用し、取り組みを行います。（感染症対策により変更する場合があります） 

〔〔創創造造力力ああふふれれるる教教育育のの推推進進〕〕  
○○文文化化的的活活動動のの充充実実  

・・学学習習発発表表会会のの活活性性化化  

・・専専門門家家指指導導にによよるる吹吹奏奏楽楽活活動動のの充充実実  

○○教教科科等等指指導導のの充充実実  

・・専専門門家家指指導導にによよるる技技術術レレベベルルのの向向上上  

・・学学校校図図書書館館活活動動のの充充実実  

・・ＩＩＣＣＴＴ機機器器のの活活用用推推進進  

○○奉奉仕仕活活動動のの活活性性化化  

・・地地域域清清掃掃等等奉奉仕仕活活動動のの活活性性化化  

○○社社会会性性育育成成のの充充実実  

・・学学級級満満足足度度調調査査((QQ--UU))をを行行いい、、互互いいにに

認認めめ合合ええるる集集団団・・関関係係づづくくりり指指導導  

・・道道徳徳指指導導充充実実にによよるる規規範範意意識識のの醸醸成成  

○○キキャャリリアア教教育育のの充充実実  

・・「「校校内内ハハロローーワワーークク」」をを全全学学年年でで実実施施  

○○防防災災教教育育のの充充実実  

  

〔〔未未来来をを拓拓くく子子どどもものの育育成成〕〕  
○○日日本本のの伝伝統統文文化化学学習習のの充充実実  

・・専専門門家家にによよるる和和太太鼓鼓やや三三味味線線のの和和

楽楽器器体体験験授授業業のの実実施施  

  

〔〔環環境境学学習習〕〕  
○○地地域域とと連連携携ししたた文文化化活活動動  

・・ホホタタルルのの育育成成及及びび観観賞賞をを通通しし、、地地

域域のの環環境境ににつついいてて関関心心をを高高めめるる

とと共共にに、、環環境境学学習習ににつついいててのの充充実実

をを図図るる  

〇〇草草花花のの栽栽培培活活動動  

・・学学校校花花壇壇をを有有効効にに利利用用しし、、たたくくささ

んんのの草草花花のの栽栽培培をを通通ししてて、、自自然然愛愛

護護のの精精神神のの育育成成をを図図るる。。  

  

〔〔学学力力向向上上ママニニフフェェスストト〕〕  
○○学学びび方方指指導導とと家家庭庭学学習習のの定定着着  

・・『『五五中中生生のの学学習習ガガイイドド』』等等にによよるる学学習習ガガイイ

ダダンンスス機機能能のの充充実実  

・・学学力力格格差差解解消消加加配配教教員員をを活活用用ししたた「「学学びび方方

指指導導」」充充実実  

○○指指導導力力のの向向上上・・改改善善  

・・タタブブレレッットトＰＰＣＣ等等IIＣＣＴＴ機機器器のの活活用用とと指指導導

方方法法のの改改善善  

・・外外部部ででのの研研修修のの充充実実  

・・オオンンラライインン授授業業のの推推進進  

○○学学校校図図書書館館のの活活用用  

・・「「読読書書ポポケケッットト」」のの活活動動にによよるる読読書書活活動動のの  

啓啓発発・・授授業業ででのの図図書書館館活活用用のの推推進進  

○○外外部部人人材材のの活活用用  

・・教教科科指指導導アアシシススタタンントトのの活活用用  

・・外外部部講講師師にによよるる出出前前授授業業のの導導入入  

目指す学校像 

本年度の教育方針 

学校パワーアップの重点  

１ 「五中生の学習ガイド」を活用し授業の受け方と家庭学習のやり方を指導し、自ら学ぶ力を身に付けさせ、基礎・基本の定着と学

習意欲の向上を図る。 

２ ＩＣＴ機器の活用や教師自らも授業方法の工夫改善に取り組み、オンライン授業にも取り組み学習指導の充実を図る。 

３ 「学校図書館ガイドブック」を活用した読書活動の推進、学校図書館活用を充実させ、学習意欲の向上を図る。 

４ 専門性を持った外部人材等の活用、キャリア教育を視点とした授業改善により、将来の目標を持ち学習に取り組める力を育てる。 

５ 文化的活動や奉仕活動の活性化を図り、体験的活動を充実させることで地域に貢献できる生徒の育成を図る。 

６ 学習指導要領が目指す「資質・能力」の育成を目指し、「主体的・対話的な深い学び」の授業改善に取り組む。 

目指す生徒像 

『感動し誇りをもてる学校』 
『笑顔が溢れ 

一人一人が輝く学校』 

『進んで地域に貢献 

できる生徒』 

『思いやりがあり 

心身共に健全な生徒』 

・生徒・教職員が常に『笑顔に溢れ』、分かる喜び、伸びる喜び、学ぶ楽しさが実感できるよう指導法を改善し、学習や部活動等の教

育活動を通し生徒『一人一人が輝く学校』を目指します。 

・第五中学校で行われている教育活動をさらに『感動』が味わえるよう工夫改善し、五中の良さを色々な場面で積極的に発信し、生徒

教職員共に『感動し誇りをもてる学校』を目指します。 

１ 校訓「望み・誇り・理想をもつ生徒」に基づき、第五中学校の生活目標「あいさつ・時間・身だしなみ」を実践し、『思いやり

があり心身共に健全な生徒』を育成します。 

２ 地域の活動に積極的に参加し、将来の地域の担い手となれるよう『進んで地域に貢献できる生徒』を育成します。 


